




２０２１年１１月１日

相双地方地域再生プロジェクト実行委員会

会長　長澤　利枝

～　感　謝　～

　晩秋の時節になりました。皆々様ご健勝のことと存じます。

昨年以来、コロナ禍で厳しい自粛生活が続きました。それぞれストレスを抱えての日々だったと思いますが、この状

況を逆手にして、楽しくお過ごしなさったことと推察致します。

　『東日本大震災』 から１０年８カ月になります。歳月を経ても、当時の出来事を消し去ることは不可能です。

２０１１年３月１１日　午後２時４６分、地震・津波・翌日原発事故発生。未曽有の複合災害によって、被災地は厳しい

生活を余儀なくされました。その後、放射能汚染に怯える日々と、情報過多と向き合い続けました。

人のいない街は静まり、闇に包まれた情景は不気味でした。

　人と人との繋がりが深く、自然と暮らしの共生は一瞬にして失われ、地域の崩壊は進み、先祖から受け継いで来

た歴史と文化の継承が途切れ始めました。

震災直後から、２０㎞圏外の復旧・復興は進みました。しかし、長い避難生活で心身のストレスによる疾病から、命

を落とす 「震災関連死」 が増え続けています。この地に住む誰しもがなり得る状況です。

　このような状況下、私たちは何をすべきか模索しました。

約３０年 　「環境」 をテーマに地域活動を実践してきました。この活動で培った学びを、地域復興に生かそうと決意

致しました。２０１１年の 【エコフェアｉｎみなみそうま　～１５回】 は直前の震災で実施不能となり、２０１２年に

【ありがとう！エコフェアｉｎみなみそうま】 として再生まちづくりの第一歩を踏み出しました。

　「再生事業」 は、２０１３年から２０１９年まで 【にじをつなぐ～友・有・悠】 を６回。

その後 【環境・福祉の豊かな地域づくり～めざそう！和と話♪環と輪】 を実施しました。翌年の事業は、

２０２０年４月１８日実施予定。２月からその準備に掛かり始めましたが、コロナによって中止に至りました。

　この 「再生事業」 は、被災地の変化と共に歩んで来ました。２０１３年から２０１５年、市民は戻らず、市内各所から

の被災者の人々が、主な来場者でした。連れだって仲間たちと来場し、笑い・おしゃべりを楽しみました。久しぶり

の再会を喜ぶ光景は、私たちの励みになりました。イベントは来場者と、私たち主催者が主役でした。

　　２０１６年以降、避難先から戻った人々や仮設住宅住民たちが、家族連れで来場し 「子供たちが、このイベント

を楽しみにしているのです」 。回を重ねる度に、集う住民、参加者、実行メンバーが一つの大きな輪になりました。

私たちの理念 『市民・企業・行政による協働』 の実現をも果たしました。

　こうして、２０１２年から２０２０年まで続いた 「再生事業」 は、それぞれに思いの詰まった、私たちの心の財産になり

ました。この成果は、多くの皆様方のお力添えに拠るものです。

　ありがとうございました。心より感謝を申し上げます。

　これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。
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１．被災地の環境カウンセラーとして活動開始　
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・　主催　ＥＣＵ 　

・　会場 　千葉市　「ホテルプラザ菜の花」 

・　内容 基調講演　・ 交流会　　参加者　８３人

・　交流会の場で、被災地の現状を伝えることができた。

－ 5－



・　 会場　福島県福島市駅前　「コラッセ」　２Ｆ　
・　 主催　環境省東北環境事務所

・　 基調講演　 「除染作業最盛期・完了が見えない現場」
・　　　　　　　　　長澤　利枝　
・　　ワークショップ　５つのテーマ
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   実施決定 【エコフェア ＰＡＲＴ１５ ｉｎみなみそうま】 の準備は滞りなく進めていた。 

   ポスター１００枚出来上がり。約１３０００枚全戸配布チラシは、印刷と区分け作業の段取り済み。 

   定例会は、３月１２日 午後６時。各担当の打ち合わせ。１５回だけれど手は抜けない。 

   出欠の確認をし、１２日を待つのみ。 

 

   ３月１１日 『東日本大震災』 発生。 

   仲間たちとの連絡も取れず、それぞれに避難。すべてが失せた。 

    

 

 

    北萱浜地区家屋全壊 

雫地区海岸沿い全滅 

我が家は、４月２６日 埼玉県戸田市から戻った。 

５月１日、津波現場に入った。 

原発で手付かず、当時のまま。 

何とか、亡くなった子供さん自宅に辿り着く。 

土台だけの屋敷に、花束を置く。 

    南萱浜地区壊滅 

２．【エコフェア PART１５ inみなみそうま】 事情
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【ありがとう！エコフェア in みなみそうま】
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３．第１回 ～ 苦難を越え “環境・生活” への創造　～

　　　　 にじをつなぐ　友・有・悠　partⅠ
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４．第２回　～ 相双～苦難を越え“環境・生活への創造 ～

　　　　　 にじをつなぐ　友・有・悠 　partⅡ
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５．第３回　～ 相双～苦難を越え“環境・生活への創造 ～

　　　　　　  にじをつなぐ　友・有・悠　 partⅢ
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６．第４回　～ 参加と交流の場～未来のまちを足元から ～

　　　　　　  にじをつなぐ　友・有・悠　partⅣ　

－ 16 －



－ 17 －



７．第５回　～ みんなでたのしもう ！～

　　　　　　  にじをつなぐ　友・有・悠　Ⅴ
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８．第６回　～ みんなでたのしもう！～

　　　にじをつなぐ　友・有・悠　Ⅵ
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９．～ 環境・福祉の豊かな地域づくり事業 ～

　　　　めざそう～和　と 話♪環 と 輪
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その １

－ 26 －



－ 27 －



－ 28 －



－ 29 －



寄稿文 その３      

【震災との関わり】
 

  

倉田 智子 環境カウンセラー 

 

 

2011年 10月、EC 研修で「生物多様性保全活動促進法と環境カウンセラー」のテーマを分担し、この時長澤利枝

さんと出会った。南相馬市でただ一人の EC、福島県ではただ一人の女性 EC と伺い、離れていても仲間として何か

手助けできることがあるのではと思った。 

翌年 4 月、南相馬市をたずねた。会場は地元の方々でにぎわっていた。そこは大家族が離ればなれに暮らすよう

になって初めて、地域の有志が場所を設定した家族のふれあいの場であり、誰ともなく震災後の無事を確かめる再

会の場になっていた。 

会場の舞台の花に目が留まった。思えば原町迄の経由地福島では、新幹線通路も駅前広場も、花木にあふれて

いた。しかし路線バス沿道の山々はまだ春が浅く、ヤマザクラの色は淡く小さく、一緒に出るはずの紅い葉はなく、

寒々としていた。春が遅かったとは思えず、自然までが委縮している感じがした。それだけに会場の花から発せられ

た「歓迎」のメッセージには、ほっとした。 

 

調理場では郷土食が振舞われ、奥州に義経と共に逃れた武蔵坊弁慶に因むという「弁慶煮」ほか、初めて食する

味のパレードだった。地元の皆さんは在りし日の食卓を懐かしんでいるようで、会場には和やか、穏やかな時間が流

れていた。食までもが、土地の歴史だった。 

沿岸部に案内されたが、そこには想像を絶する凄まじい光景が広がっていた。この破壊に遭遇した方たちは、どの

ようにこれまでの時間を過ごしてきたのだろう。分別された「がれき」の山にも言葉が出なかった。復旧に使える資材

は放射能への懸念から、しばらくは現状のままだという。 

  被災地の現状を広く知らせたい思いが募り、7 月の鎌ケ谷市環境展で展示を試みた。テーマは「がれきを分別し

た町」。展示の内容から担当部署のクリーン推進課に相談し、展示が可能になった。 

  

2013 年、千葉県で EC の「全国交流会」があり、【忘れないで福島】という資料を配布した。長澤さんと私の協同作

業第一作である。タイトルの発端は産経新聞の記事であった。 

南相馬市を訪れた記者に、タクシー運転手は【南相馬の壊滅的な状況は今も続いています。テレビがやりません

からね。もう東京では忘れられてるでしょう。もうキレイになっていると思ってるんじゃないですかね……】と言い、記者

氏はこれらを踏まえて【個々が目を向けて「気にかけること」が大切 】とまとめていた。 

 この記事と同じころ、南相馬へ出かけていたのだった。 

 

当初南相馬市に行くには、新幹線で福島まで、そこから路線バスを利用した。川俣、飯舘を通過し、阿武隈山地

を超えると、太平洋まで見渡せた。車窓の外に拡がる光景は毎回変わる。時間の経過とともに、交通手段を選べるよ

うになり、直行バスは 2 度利用した。 

地元の方の利用には便利だが、出かけて行く身から考えると、時間的に不自由であった。しかし車窓の風景は、

除染が進み、その都度変化があり、目をみはらされた。 

福島県の北端、新地まで行き、浪江に南下する。そのまま国道 6 号をいわきまで辿り、特急 2 本を乗り継いで千

葉・柏まで帰ったりした。長澤さんの現地リポートを拝見するのに、大変役に立った。 

 

－ 30 －



訪問の都度、写真を撮り、ファイルを作成している。鎌ケ谷市には年に 2 度、展示の機会があり、このことは願っ

てもないチャンス ― 市民の方々に被災地を知っていただく機会である。 

 

2013.4.21、福島再訪では４０年ぶりという春の雪に見舞われた。福島駅への路線バスの車窓に飯舘村旧村役場

に常駐するパトカーの轍は繁く雪に残り、特産品の牛肉を扱うミートプラザは雪に覆われ、誰一人立ち入っていない

～この日この時でなければ見られない光景に巡り合わせた。ここに披露することは不適切かもしれないが、「巡りあわ

せ」というものをお知らせしたいと思う。 

  

 

 千葉県では東京湾のベイエリアでは液状化現象があり、その思いがけない破壊力は全国に知られることになった

が、太平洋側については県民でさえ、大して認識していない。 

 2018 年早春、九十九里浜方面へ出かけ、有料道路を嵩上げした防潮堤や、海浜部には何も作れない状況を目に

した。「海の駅」の青いポストは悲しげに見えたが、盛夏だったらまた印象は違っていたかもしれない。            

       

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片貝漁港「海の駅」 ここも HGS 

 

 

 

 

 

 

片貝漁港 海の駅のポスト 

最後に 

 福島滞在中、長澤さん、原さん、岩橋さん、佐山さん、名倉さん、米澤さん、実行委員の皆様方に大変お世話に 

なりました。ありがとうございました。お礼が末尾になってしまい、失礼しました。 

福島への傾注度が高かったため、福島出身と思われています。実際は東京と千葉以外に住んだことはありません。 

この指とまれの一員でした。 

 

「千葉県のＷＥＢ サイトより」 

　東日本大震災直後の首都圏は、東京を除き計画停電があり、鉄道の間引き運転のみならず、駅も街も照明は落と

され、エスカレーター、エレベーターは止まっていた。人々は息をひそめて暮らし、停電が解消されても、夏の夜とて

クーラーをつけることなく、廃棄熱も運転音もない静かな闇と不安が広がっていた。　　　　　
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～ 本文補遺 ～ 
 

その１． 被災地の環境カウンラーとしての活動開始

その２． 【ありがとう！エコフェア in みなみそうま】 打ち明け話

その３． 名称の変更

              ( ４P～７P )    

 

<環境カウンセラーとは・・・〉 

           環境カウンセラー登録制度とは、「環境カウンセラー登録制度実施規程」(平成 8 年環境庁   

告示第 54 号)にもとづき、環境省が実施している登録制度です。 

  市民活動や事業活動を通じた環境保全に関する取組において、豊富な経験や専門知識を 

持つ一定の要件を備える方を対象に、申請にもとづいて、「書面審査」「面接審査」を行い、 

一定の基準を満たした方を 「環境カウンセラー」 として以下の部門ごとに登録します。 

        【事業者部門】  【市民部門】 がある。 

《参考》 ＮＰＯ法人環境カウンセラー全国連合会 ホームページ http://www.minnanoecu.com  

         

 

 

(上枠内をクリック。時系列での記録掲載)   

長澤利枝の投稿 『忘れないで 福島』 震災後９年間の記録があります。これからも続けていきます。 

【エコフェアｉｎみなみそうまフェア ＰＡＲＴ15】 は 4 月 14 日 (日) 道の駅 南相馬で開催予定だった。 

最終打ち合わせは、３月１２日！しかし前日 ３月１１日 午後 2 時４６分 『東日本大震災』 が起き、やむなく 

事業は中止に。 

                                    それぞれ避難生活を送ったが、ほどなく仲間たちと再会 

被災地は、放射能の不安と物資不足で混乱の状態だった。

街は、置き去りにされ痩せ細った犬や猫が徘徊。生きること

に人も動物も必死だった。 

全国からの支援によって窮地を脱することが出来、ようやく余

裕が出て来た。 

１年後、皆様のご厚意に感謝を伝えるため             

【ありがとう！エコフェア ｉｎ みなみそうま】 の開催に至る。 

                

                             ( ７Ｐ～８Ｐ ) 

２０１３年２月１１日 実行委員会で、団体名を下記に決定。 

『相双地方地域再生創造プロジェクト実行委員会 』 

以降、事業実施・申請書・地域活動・その他に使用する。 
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●　　主催　　相双地方地域再生プロジェクト実行委員会

●　　共催　　(株) 道の駅 南相馬

●　　後援　　福島県相双地方振興局　　南相馬市　　南相馬市教育委員会　

　　　　　　　　　南相馬市博物館　 福島県立相馬農業高校

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人環境カウンセラー福島協会　　ＮＰＯ法人環境カウンセラー全国連合会

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人かながわ環境カウンセラー協議会　 風人茨城環境カウンセラー協会　

　　　　　　　　　福島県建築士会相馬支部 　福島県建築士会相馬支部女性部会

　　　　　　　　　東日本高速道路(株)  　東北支社　　(株) ネクスコ エンジニアリング東北

　　　　　　　　　西部緑化管理(株) 　 (株) 高良  　(株) バイオ技研

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人相馬サポートセンター　　ＮＰＯ法人さぽーとセンターぴあ　

　　　　　　　　　ＮＰＯ法人ｆｕｆｕ隊    カウンセリングスペース “さくら”　

　　　　　　　　　堀内流民謡澄声会　　雲雀法螺貝愛好会　　南相馬女声合唱団「はなみずき」　　

　　　　　　　　　琴古流尺八舜童会

その４.　２０１２年～２０２０年　再生事業の主催・共催・後援の詳細

その５.　会場借り上げについて

－ 33 －



 私たち有志は、前述に記載しない再生事業を実施。思い出と心地よい時間を共有した。

【 甲冑体験 】   

 ▲ ２０１５年７月２５日 (土) ひばり生涯学習センター

ＮＰＯ法人かながわ環境カウンセラー協議会８人着付け体験 着付け岩橋氏

初めて甲冑を身に着けご満足。良い思い出になったとのこと。

▲ ２０５年５月１日 (日) 【 にじをつなぐ～友・有・悠 4 回】 着付け場所 道の駅 南相馬ギャラリー 

岩橋氏が銘醸館収蔵甲冑を借り、来場者・出展者・実行メンバーに着付け体験を行った。

【 アロマキャンドル作り 】  

▲ ２０１６年８月２１日 １３時～１５時 大甕生涯学習センター会議室 

▲ 対象 大甕地区住民 地区外参加歓迎 

   避難先から戻った住民は、引きこもりになっていた。各サークル活動は休止状態。 

   みんなが集う機会として 「アロマキャンドル作り」 の実施。 

   約３０人の参加。作品作りながらのおしゃべりが参加者を癒した。 

 

左上  ＮＰＯ法人かながわ環境カウンセラー協議会仲間たち

     甲冑姿で気分は武士 

上中  着付け中。岩橋氏無駄なく調える。 

左上  なんちゃってチンドン屋の後ろに従う武者 

左    ネクスコエンジスタッフ 男武者と女武者に変身 

楽しい時間を共有。

みんな満足！

「このような機会をもつと作っ

てね！」 。

やって良かった・・・

今から始めます

作品完成 デザート付きお茶

作り方は・・・ ロウを溶かして色付け

その６.　《再生事業エピソード　№１》 
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いろいろな出来事がありました。み～んな 思い出！ 

《再生事業エピソード　№２》 
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《編集後記》  

 準備を進めていた 【めざそう～和と話♪環と輪 第２回】 は２０２０年３月、コロナ感染拡大によ

って中止に至りました。２０２１年になってもコロナは収まらず、厳しい自粛生活が続いています。 

長引く閉塞感の中、思いがけなく出来た時間に、これは 『東日本大震災』 の再生事業を記

録として残す絶好の機会と思い立ちました。８年間の実践記録の組み立てを始めると、私の資料

だけではとても形になりませんでした。そのような折り、原美幸さんから１０年間の記録ファイルの

提供を受けました。この貴重な資料で作業が進みました。 

企画に基づいて作業は進みましたが、記録誌として残すには内容の不備が多過ぎました。 

環境カウンセラー仲間として長い付き合いのある倉田智子さんに、原稿の編集をお願いし、２カ

月間お付き合い頂きました。このサポートによって刊行に至りました。 

寄稿文を快諾された方々はじめ、実行委員会の仲間たちに支えられて記録誌が出来ました 

ことに、心より感謝を申し上げます。 
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